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JCHO福井勝山総合病院
独立行政法人地域医療機能推進機構

回復期リハビリテーション病棟開設
平成26年10月より2階病棟が

回復期リハビリテーション病棟としてオープンしました。

お問合せ先　TEL（0779）88ｰ0350

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

「ものがたりかつやまの歴史(上)」の
レイアウト・イラストを手がける　

　本年９月に、わかりやすい読み物形式で発行された
「ものがたり かつやまの歴史(上)」のレイアウト・イ
ラストを担当された奥田さんは、こども歴史文化館の
学芸担当の嘱託職員で、館のポスターやチラシ、企画
展などのデザイン・イラストも手がけています。この
本の編纂に携わった笠松雅弘こども歴史文化館長が奥
田さんのセンスに一目置いていて、今回のレイアウト
などの担当に推薦されました。奥田さんは製作に関し
て、歴史への敷居を低く感じてもらうこと、本川幹男
さんをはじめとする執筆者の文章の邪魔をしないこ
と、全体の雰囲気づくりなどに心がけたそうです。本
書は3部構成で、中巻・下巻が今後２年かけて発行さ
れます。奥田さんは「さらにわかりやすくするために
レイアウトをもっと工夫したい」と話されました。

県立こども歴史文化館
奥田　陽子 さん（32）

＝越前町＝

ものがたりかつやまの歴史(上) １冊1000円
　問　史蹟整備課（教育会館２階）
　　　☎88 ｰ 8113
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　市内に２か所ある幼稚園では遊びを通して多
くのことを学び、自立心や基本的生活習慣など
「生きる力」の基礎を身につけていきます。

遊びから学ぶ
　身体を動かして遊ぶことが大切な時期に、３
～５歳児がおもいっきり遊ぶことができる広い
園庭・園舎の環境が整っています。
　その中で、自立心・人と関わる力、表現力、
話す力・聞く力、思考力の基礎、体力の向上・
基本的生活習慣を身につけています。

　小学校で調理された給食をいただいているた
め、１年生になっても抵抗なく学校給食を食べ
ることができます。

H27年度入園対象▶
　H21.4.2 ～ H24.4.1生まれ（3～ 5歳児）
保育料▶入園料　6,500円
　　　　保育料　5,000円／月
　　　　（その他諸経費あり）
　　　　※所得に応じた減免制度があります
問　成器南幼稚園（元町２丁目18-38）
　　☎88 ｰ 1328
　　勝山中部幼稚園（郡町２丁目２-27）
　　☎88 ｰ 1271

　教育委員会・小学校・家庭・地域の方と連携
しながら、より良い幼稚園作りを進めています。

8：00 登園
 自由遊び　
10：00 クラス活動
 設定保育
 園外活動
12：00 給食（学校給食）
13：00 自由遊び
14：30 クラスの集い
15：00 降園

幼稚園の１日 勝山市の教育目標
『心身ともに健やかでたくましい子』
　・思いきり遊ぶ子
　・素直で心豊かな子
　・よく聞きよく話す子
　・考えてやり遂げようとする子

幼 稚 園

行事の様子などは「ブログかつやま」に定期的
にアップしています。ぜひご覧ください。

http://www.city.katsuyama.fukui.jp/blog1/

ってどんなところ？
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子ども・子育て支援子ども・子育て支援
新制度が始まります新制度が始まります
　平成24年８月に成立した「子ども・子育て関連３法」に基づいて、幼児期の学校
教育や保育の総合的な提供、地域の子育て支援の充実を図るため、「子ども・子育て
支援新制度」が平成27年４月にスタートします。

幼稚園・保育園の利用手続きについて幼稚園・保育園の利用手続きについて

幼稚園・保育園の入園手続きの流れ幼稚園・保育園の入園手続きの流れ

支給認定区分 対　　　　　象（小学校就学前） 利用施設

１号認定 満３歳以上で教育を希望する子ども 幼稚園

２号認定 満３歳以上で保護者の就労または疾病などにより、保育を必要とする子ども 保育園

３号認定 満３歳未満で保護者の就労または疾病などにより、保育を必要とする子ども 保育園

※ ２号認定または３号認定を受ける方は、保護者の就労などの状況により、『保育標準時間』（１日最長
11時間）と『保育短時間』（１日最長８時間）に区分され、利用できる時間が異なります

問　幼稚園に関すること：学校教育課　☎88 ｰ 8112
　　保育園に関すること：福祉・児童課　☎87 ｰ 0777

※在園児： 現在既に幼稚園・保育園を利用している方で、平成27年４月以降も引き続き利用を希望される方
または現在保育園を利用している方で、平成27年４月以降別の保育園に転園希望の方

※新規入園：平成27年４月１日から新たに入園を希望される方

幼　

稚　

園

１
号
認
定

在
園
児

継
続
利
用

継
続
利
用

新
規
入
園

入　

園

入　

園

保　

育　

園

２
・
３
号
認
定

在
園
児

新
規
入
園

 利用決定 
幼稚園を通じて
施設利用決定に
ついて通知

 認定証の交付 
幼稚園を通じて認定証を交付

 継続利用 
 新規入園 
幼稚園を通じて
認定申請

 利用決定 
保育園を通じて
施設利用決定に
ついて通知

 利用決定 
市から施設利用
決定について
通知

 認定証の交付 
保育園を通じて認定証を交付
※転園希望の方は市で調整します

 利用調整 
面接を行った
後、市で利用
調整

 認定証の交付 
市から認定証を
交付

 継続利用申込 
保育園を通じて
認定申請

 入園申込 
市（福祉・児童課）
へ認定申請
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保 育 園

勝山市の保育目標
『自然を愛し、のびのびと遊ぶ勝山っ子』
　・豊かな自然に感動する子ども
　・人や物との関わりの中で
　　　　　　思いやりの心を持てる子ども
　・元気よく、すすんで活動する子ども

　保護者の就労や疾病などにより、家庭で保育
できない児童を預かり（養護）、教育する福祉
施設です。
　生涯にわたる人間形成の基礎を培うとても大
切な時期によりよい環境を整え、児童の成長・
発達を保障することに重きをおき、心身共に健
やかな育ちの支援をしています。

 0 ～ 2歳児 　  ３～５歳児
7：30 順次登園（私立保育園は7：00から）
　　　　　　　　  自由遊び
9：30 おやつ 集団活動など
10：00　　　　　　活動
11：30 昼食 昼食準備・昼食
13：00 お昼寝 お昼寝（3・4歳児）
  クラス活動（5歳児）
15：15 　　　　 おやつ
16：00 自由遊び・順次降園（18：30までに）

※ 私立保育園では、18：00から19：00までは
延長保育となります

保育園の1日

新規入園受付▶
入 園対象　保護者の就労などにより、家庭内で
保育が受けられない産後8週以上（H27.4.1現
在）の就学前児童
受付期間　12月1日（月）～25日（木）
　午前8時30分～午後5時15分
　※土日祝日を除く
　※郵送の場合は12月25日必着
提出書類
　・H27年度保育園入園申込書
　　※11月21日(金)から福祉・児童課で配布
　・保育を必要とする理由を証明する書類
　　（勤務証明書など）
提出先　福祉・児童課

開園時間▶市立保育園
　　　　　　午前7時30分～午後6時30分
　　　　　私立保育園
　　　　　　午前7時～午後7時
　　　　　　（午後6時以降は延長保育）
保 育料▶国が定める基準を上限として、保護者
世帯の所得に応じて市が定めます
問　福祉・児童課（すこやか内）☎87 ｰ 0777

お
い
し
い
給
食
・
手
作
り
お
や
つ

自
然
の
中
で
の
び
の
び
遊
ぶ

ってどんなところ？
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大
会　

５
年
生
男
子
ダ
ブ

ル
ス　

優
勝　

他

斎
藤　

ひ
な
た
（
成
器
南
小
６
）

山
下　

夢
生
（
荒
土
小
６
）

　

第
19
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

５
年
生
女
子
ダ

ブ
ル
ス　

第
３
位

中
野　

文
哉
（
成
器
南
小
５
）

南
茂　

斗
羽
（
成
器
南
小
５
）

　

第
22
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会　

４
年
生
以
下
男
子

ダ
ブ
ル
ス　

第
５
位　

他

勝
山
チ
ャ
マ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ニ
ア

５
年
男
子
チ
ー
ム

　

第
25
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会　

５
年
男
子
団
体
の
部　

第
２
位

南
茂　

蓮
太
（
勝
山
南
部
中
３
）

清
水　

康
士
郎
（
勝
山
南
部
中
３
）

　

第
35
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技

大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

男
子
ダ

ブ
ル
ス　

優
勝

大
林　

拓
真
（
勝
山
南
部
中
３
）

　

第
44
回
全
国
中
学
校
体
育
大
会
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

男
子
シ
ン
グ
ル

ス　

第
５
位　

他

勝
山
南
部
中
学
校男

子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
44
回
全
国
中
学
校
体
育
大
会
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

男
子
団
体 

第
３
位　

他宇
田　

彬
人
（
大
学
生
）

　

第
63
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大

会 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子
10
㎞
ク

ラ
シ
カ
ル 

第
２
位

長
谷
川　

晶
俊
（
大
学
生
）

　

第
69
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

少
年
男
子
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル　

第
３
位

勝
山
高
等
学
校
ス
キ
ー
部

第
63
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会 

男
子
学
校
対
抗
の
部 

第
６
位

牧
野　

桂
大
（
勝
山
高
３
）

鍵
谷　

由
輝
（
勝
山
高
２
）

　

第
66
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

第
３
位

近
葉　

信
太
（
勝
山
高
３
）

　

第
66
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

第
２
位

石
川　

泰
成
（
勝
山
高
３
）

　

第
66
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
３
位　

他

谷
口　

雄
祐
（
勝
山
高
２
）

　

第
66
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
２
位

山
口　

茜
（
勝
山
高
２
）

　

第
65
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

女
子
シ
ン
グ
ル

ス　

優
勝
（
２
連
覇
）　

他

鈴
木　

咲
貴
（
勝
山
高
２
）

　

第
65
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位　

他

勝
山
高
等
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
42
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会　

男
子
団
体　

第
５
位　

他

勝
山
高
等
学
校
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
65
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会 

女
子
団
体 

第
３
位　

他
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教
育
会
館
に
お
い
て
11
月
３
日
、

文
化
や
学
校
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
59
の
個
人

お
よ
び
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
、
敬
称

略
）

※ 

児
童
、
生
徒
の
表
彰
は
各
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た

問 　

教
育
総
務
課
（
教
育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
１

文
化
賞

宇
佐
美　

明
久
（
71
）
荒
土
町
新
保

　

多
年
に
わ
た
り
文
化
協
会
の
振
興

と
発
展
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

文
化
功
労
賞

今
庄　

艶
子
（
81
）
昭
和
町
２

　

多
年
に
わ
た
り
俳
句
の
指
導
と
普

及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

早
川　

百
合
子
（
80
）
本
町
４

　

多
年
に
わ
た
り
押
絵
の
指
導
と
普

及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

前
田　

久
江
（
78
）
荒
土
町
伊
波

　

多
年
に
わ
た
り
大
正
琴
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

山
口　

幸
（
76
）
郡
町
１

　

多
年
に
わ
た
り
民
謡
の
指
導
と
普

及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

杉
下　

君
枝
（
67
）
沢
町
２

　

多
年
に
わ
た
り
書
道
の
指
導
と
普

及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

文
化
奨
励
賞

浅
井　

光
子
（
62
）
野
向
町
龍
谷

　

多
年
に
わ
た
り
和
太
鼓
の
指
導
実

践
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

坪
田
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
勝
山
教
室

　

多
年
に
わ
た
り
バ
レ
エ
の
指
導
実

践
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

学
校
教
育
奨
励
賞

齋
藤　

弘
江
（
52
）
長
山
町
１

　

算
数
科
教
育
と
道
徳
教
育
の
指
導

実
践
に
取
り
組
み
、
学
校
教
育
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

松
田　

健
治
（
51
）
元
町
３

辻　

さ
と
子
（
48
）
元
町
２

　

社
会
科
教
育
の
指
導
実
践
に
取
り

組
み
、
学
校
教
育
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

大
倉　

和
代
（
47
）
大
野
市
友
江

　

美
術
科
教
育
と
教
育
相
談
の
指
導

実
践
に
取
り
組
み
、
学
校
教
育
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

学
校
保
健
奨
励
賞

村
田　

佳
織
（
42
）
荒
土
町
新
保

　

学
校
給
食
の
指
導
実
践
に
取
り
組

み
、
学
校
保
健
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

社
会
体
育
賞

南
部　

照
夫
（
79
）
荒
土
町
伊
波

　

多
年
に
わ
た
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会
体
育

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

倉
田　

英
一
（
76
）
元
町
３

　

多
年
に
わ
た
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会
体
育

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

社
会
体
育
功
労
賞

前
田　

ニ
蔵
（
71
）
村
岡
町
黒
原

　

多
年
に
わ
た
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会
体
育

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

河
野　

武
雄
（
67
）
旭
町
２

　

多
年
に
わ
た
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会
体
育

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

平成26年度 勝山市教育委員会表彰
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不
法
投
棄
を
０（
ゼ
ロ
）に
！

　

ご
み
（
廃
棄
物
）
を
河
川
や
山

林
、
空
地
、
道
路
わ
き
の
茂
み
な

ど
に
捨
て
る
事
例
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

法
人
な
ど
の
事
業
活
動
に
伴
い

出
る
産
業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
一
般
廃

棄
物
で
あ
っ
て
も
み
だ
り
に
捨
て

る
こ
と
は
廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
違
反
し
て
ご
み
を

捨
て
た
場
合
は
、
法
人
な
ど
の
場

合
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
が
、
個

人
場
合
は
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
で
し
ば
し
ば
見
か
け
ら
れ

る
次
の
事
例
も
、
ご
み
の
不
法
投

棄
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に

止
め
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

他
人
の
所
有
地
は
も
と
よ
り
、

自
分
の
所
有
地
に
ご
み
を
投
棄

す
る
こ
と
、
埋
め
る
こ
と

◎
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

◎ 

水
路
へ
の
安
易
な
ご
み
の
投
げ

込
み

◎ 

道
路
や
駐
車
場
わ
き
の
草
む
ら

へ
の
弁
当
が
ら
な
ど
の
投
げ
捨

て

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
時
は
左

記
ま
で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

機　関　名 電話番号

不法投棄110番
県循環社会推進課 0776 ｰ 20 ｰ 0584

奥越健康福祉センター
県環境衛生課 66 ｰ 2076

勝山警察署 88 ｰ 0110

市環境政策課 88 ｰ 8104

勝山市エコ環境都市推進活動表彰勝山市エコ環境都市推進活動表彰
　市では、多年にわたり市の地域環境の向上など
に尽力し、その功績が顕著であると認められる個
人、団体などを対象に、表彰を実施しています。
　９月27日に福祉健康センター「すこやか」で、
平成26年度勝山市エコ環境都市推進活動表彰式を
執り行いました。
　受賞された皆さまは下記のとおりです。

受賞者 主な活動内容
鹿谷町
まちづくり協議会

城山の整備や外来生物の
駆除活動

三室小学校 赤とんぼの生態調査など

鹿谷小学校 赤とんぼの生態調査など

荒土小学校 赤とんぼの生態調査など

問　環境政策課（市役所２階）☎88 ｰ 8104

12月10日㈬～16日㈫は、
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です
　平成18年6月、「拉
致問題その他北朝鮮
当局による人権侵害
問題への対処に関す
る法律」が施行され、
毎年12月10日から
16日までを「北朝
鮮人権侵害問題啓発
週間」とすることと
されました。
　拉致問題の解決を
はじめとする北朝鮮
当局による人権侵害
問題への対処は、国際社会を挙げて取り組むべき
課題であり、私たちがこの問題についての関心と
認識を深めていくことが大切です。

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

　

10
月
１
日
、
法
務
大
臣
よ
り
新

た
に
１
名
の
方
が
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
間
で
す
。

新 

山
内　

み
ゆ
き　

氏＝元
町
２
＝

　

人
権
擁
護
委
員
は
、毎
月
第
１・

３
水
曜
日
の
午
前
中
に
、
教
育
会

館
蘭
・
桜
の
間
に
お
い
て
、
定
例

人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

長
年
の
功
績
に

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

　

平
成
17
年
度
か
ら
３
期
９
年
間

に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
活
動
さ
れ
た
久
保
純じ
ゅ
ん

兒こ

さ
ん

（
71
）
＝
本
町
４
＝
が
、
任
期
満

了
に
よ
り
委
員
を
退
任
さ
れ
た
こ

と
に
際
し
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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障
が
い
の
あ
る
方
を
虐
待
か
ら
守
る
！

障
が
い
の
あ
る
方
を
虐
待
か
ら
守
る
！

〜
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
、
す
み
や
か
に
通
報
を
〜

　

周
り
の
人
が
小
さ
な
兆
候
を
見

逃
さ
ず
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
虐
待
の
特
徴
と
は

•
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る

• 

虐
待
を
し
て
い
る
人
に
、
虐
待

し
て
い
る
認
識
が
な
い
こ
と
が

あ
る

• 

虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
で

あ
る
と
認
識
で
き
ず
、
自
分
か

ら
被
害
を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
る

ど
ん
な
人
か
ら虐

待
を
受
け
る
の
？

①
養
護
者
（
家
族
や
親
族
な
ど
）

②
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど

③ 

使
用
者
（
障
害
者
を
雇
っ
て
働

か
せ
て
い
る
事
業
主
な
ど
）

虐待の区分とその具体例

区　分 具　体　例

身体的虐待
•暴力や体罰によって身体に傷やあざ、痛みを与える
•身体を縛りつけたり、過剰な投薬によって身体の動きを抑制する

性的虐待
•性的な行為を強要する
•わいせつな言葉を発する

心理的虐待
•脅し、侮辱などの言葉を浴びせる
•仲間はずれや無視、嫌がらせなどによって精神的に苦痛を与える

ネグレクト
（放棄・放置） 

•食事や排泄、入浴、洗濯など身辺の世話や介助をしない
•必要な福祉サービスや医療や教育を受けさせない

経済的虐待
• 本人の同意なしに（あるいはだますなどして）財産や年金を使ったり、
勝手に運用したりする
•本人が希望する金銭の使用を理由なく制限する 

　障害者の虐待や養護者の支援に関するご相談、お問い合わせは下記までお願いします。

【日中（午前８時30分～午後５時15分）】
　問　福祉･児童課（すこやか内）　☎87 ｰ 0777

【休日夜間（緊急通報のみ受付）】
　問　市役所（宿日直）　☎88 ｰ 1111

相談窓口・相談員のご紹介　（敬称略）
◆勝山市障害者生活支援センター（すこやか内）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎87 ｰ 0600
　障害のある方や児童、ご家族の方が安心して生活で
きるように、様々な相談に応じます。

◆障害者相談支援事業所

勝山市社会福祉協議会
障害者相談支援事業所

郡町1丁目
（すこやか内）☎88 ｰ 1177

九頭竜相談支援事業所
（九頭竜ワークショップ） 旭町3丁目 ☎87 ｰ 6300

大日園相談支援事業所 荒土町松田 ☎89 ｰ 3210

◆障害者相談員
　障がいのある方やご家族の方の目線に
立った相談支援を行います。

・身体障害者相談員

酒井　智治 遅羽町大袋 ☎88 ｰ 2848

辻野　米夫 元町3丁目 ☎88 ｰ 2935

幅田　郁子 滝波町5丁目 ☎87 ｰ 0882

水谷　　修 村岡町浄土寺 ☎88 ｰ 3481

・知的障害者相談員

山内　正博 平泉寺町大渡 ☎87 ｰ 2407
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繊
維
の
ま
ち
勝
山
の
起
源
を
辿
る

勝
山
城
博
物
館
連
携
共
催
展
か
ら

　

現
在
、
勝
山
城
博
物
館
で
は
、

市
と
共
催
で
「
幕
末
・
維
新
か
つ

や
ま
の
人
づ
く
り
―
教
育
と
産
業

の
歩
み
―
」
と
題
し
た
展
示
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

勝
山
の
近
代
化
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
林
毛も
う
せ
ん川
の
紹
介
か
ら

始
ま
り
、
大
き
く
は
成
器
堂
（
成

器
小
学
校
）
関
係
、
煙
草
関
係
、

生
糸
関
係
、
明
治
の
教
科
書
関
係

の
４
つ
の
展
示
か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
生
糸
関

係
の
展
示
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

繊
維
産
業
は
現
在
で
も
な
お
福

井
県
の
基
幹
産
業
で
あ
り
続
け
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
明
治
中
期
以

降
の
羽
二
重
生
産
は
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま
し
た
。

福
井
県
産
羽
二
重
の
生
産
が
急
成

長
を
遂
げ
る
の
は
、
明
治
20
年
代

で
、
勝
山
で
は
明
治
23
年
（
１
８

９
０
）、
石
上
（
茂
兵
衛
）
工
場

が
さ
き
が
け
と
な
り
、
30
年
か
ら

40
年
に
か
け
て
織
物
業
（
機
業
）

の
数
は
急
増
し
ま
す
。

　

そ
の
原
料
と
な
る
の
が
生
糸

で
、
日
本
の
外
貨
獲
得
に
最
も
貢

献
し
た
輸
出
品
で
し
た
。
し
か
し

横
浜
が
開
港
し
た
江
戸
末
期
の
器

械
は
座
繰
と
い
わ
れ
る
手
挽
き
の

器
械
で
、
そ
の
生
産
性
や
品
質
な

ど
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
６
月
に
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場
は
、
器
械

設
備
や
技
術
の
お
手
本
と
な
る
た

め
、
明
治
５
年
に
設
立
さ
れ
た
官

営
模
範
工
場
で
し
た
。

　

福
井
県
か
ら
は
勝
山
町
の
松
村

コ
ト
と
神
谷
ミ
ツ
の
２
人
が
、
技

術
を
学
ぶ
た
め
富
岡
製
糸
場
に
伝 

習
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
斎
藤
遊ゆ
う

絲し

と
７
代
小
林
平

三
郎
な
ど
を
中
心
に
、
福
井
県
で

は
初
め
て
と
な
る
、
株
式
を
募
集

し
て
の
会
社
の
設
立
を
目
指
し
ま

し
た
。
そ
し
て
遊
絲
の
養
子
10
代

治
兵
衛
や
大
工
の
和
田
與
平
は
実

際
に
富
岡
を
訪
れ
、
そ
の
知
識
見

聞
を
会
社
造
り
に
生
か
し
ま
す
。

ま
た
、
梶
與
右
衛
門
は
県
内
で
初

め
て
蒸
気
缶
（
ボ
イ
ラ
ー
）
を
手

が
け
、
こ
う
し
て
明
治
９
年
に
開

業
し
た
の
が
勝
山
製
糸
会
社
で

す
。
こ
の
会
社
は
明
治
20
年
代
に

民
間
製
糸
工
場
と
し
て
県
内
外
に

広
く
知
れ
渡
り
、
福
井
県
を
代
表

す
る
会
社
と
し
て
、
日
本
の
生
糸

輸
出
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
し

た
。

福井県の製糸場（明治14年「福井県統計」より） ※１貫＝10,000分＝3.75kg

国名 工場名 地　名 器械 入社人員 製糸惣領
（貫　分） 創立年月 建坪（坪）

越前 勝山製糸会社 大野郡元禄丁 蒸気 69 594　3,695 明治 9年 7月 265.25

越前 製糸場 今立郡中津山村 蒸気 1 105　0,000 明治 9年11月 69.00

若狭 成出製糸場 三方郡成出村 座繰 3 42　8,200 明治13年 6月 56.50

若狭 竹原製糸場 遠敷郡竹原村 座繰 38 161　7,560 明治12年 6月 171.00

　

会
場
に
は
「
勝
山
製
糸
会
社
履

歴
」「
三
ノ
丸
製
糸
場
ノ
図
」
な

ど
の
資
料
、
遊
絲
の
肖
像
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て

煙
草
盆
、
煙
管
（
キ
セ
ル
）
な
ど

の
道
具
、
版
木
、「
越
前
勝
山
ノ

図
」、
成
器
堂
文
庫
、
小
学
校
の

教
科
書
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま

す
。
目
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い

も
の
が
多
い
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
、
当
時

の
現
物
を
自
分
の
目
で
見
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
勝
山
人
の
勇
気
、

誇
り
、
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

問 　

史
蹟
整
備
課
（
教
育
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
１
３

斎藤遊絲肖像（個人蔵）

煙草盆、煙管、刻煙草（個人蔵）

広報かつやま11月号 №720 　　 10

日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会

日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会

全
国
大
会

全
国
大
会
inin
勝
山
開
催
！

勝
山
開
催
！

　

10
月
11
日
・
12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
全
国
大
会
が
勝
山
市
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
よ
り

約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
内
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
交
流
会
、
ま
ち
づ
く
り
先
進
地
の
事
例
発
表
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
市
内
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

市
内
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
・
成
果
を
見
て
も
ら
う
た
め

に
、
市
内
を
５
コ
ー
ス
に
分
け
、
参

加
者
に
視
察
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

①
ま
ほ
ろ
ば
コ
ー
ス
（
平
泉
寺
）

② 

ジ
オ
体
感
コ
ー
ス
（
猪
野
瀬
、

遅
羽
、
鹿
谷
）

③
ま
ち
ブ
ラ
コ
ー
ス
（
勝
山
）

④ 

自
然
満
喫
コ
ー
ス
（
野
向
、
北

谷
、
村
岡
）

⑤ 

昔
の
暮
ら
し
体
感
コ
ー
ス
（
北

郷
、
荒
土
）

　

ま
た
、
11
日
の
夜
は
交
流
会
が

開
催
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
谷
の
は
や
し
込
み
行
列
、

北
谷
町
の
昔
お
ど
り
、
勝
山
左
義

長
ば
や
し
保
存
会
に
よ
る
演
舞
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
勝

ち
山
お
ろ
し
そ
ば
を
は
じ
め
、
勝

山
の
郷
土
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま

し
た
。

◆
椎
名
誠
氏
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

　

12
日
は
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

研
究
会
全
国
大
会
式
典
が
開
か

れ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
報
告

や
、
勝
山
市
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
15
周
年
の
歩
み
の
紹
介
、
先
進

地
で
あ
る
山
形
県
朝
日
町
の
事
例

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
れ
か
ら
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
か
つ
や
ま
〝
左
義
長
〞
大
使

の
作
家
椎
名
誠
さ
ん
も
参
加
さ

れ
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
活
発
な
討

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　10月11・12日市内外より多数の方々
をお迎えし、日本エコミュージアム研
究会全国大会in勝山を盛会のうちに終
え、来場された皆さまより称賛の声を
頂戴致しました。
　ご尽力を賜りました多くの方々に、
心から感謝を申し上げます。
　エコミュージアムの活動理念は「住
民による」が不可欠であり、まちづくり
の切り札は「バカ者・キレ物・よそ者」
です。皆さま方の更なるパワーを期待し
“YES WE CAN”有難うございました。

④コース　野向町コスモスまつり

①コース　平泉寺小学校の発表

アトラクション：谷のはやし込み行列

アトラクション：片瀬の銭太鼓

シンポジウムの様子

③コース　開善寺見学

アトラクション：北谷町の昔おどり

◆全国大会を
　　　　終えて
日本エコミュージアム
研究会全国大会in勝山
　実行委員長　玉木憲治
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図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

図
画
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼

　

田
中
那
侑
（
北
郷
６
）

黒
田
夏
美
（
勝
山
南
部
３
）
石

川
涼
（
北
郷
５
）

銀 

賞
▼
宮
本
美
紗
季
（
勝
山
南
部

３
）
渡
未
来
（
勝
山
北
部
３
）

小
林
友
理
江
（
勝
山
中
部
２
）

稲
木
佑
馬
（
勝
山
中
部
１
）
三

屋
毬
莉
佳
（
勝
山
南
部
１
）
長

岡
功
煕
（
荒
土
５
）
笠
松
青
夏

（
北
郷
４
）
藤
澤
摩
斗
依
（
村

岡
４
）

銅 

賞
▼
秦
千
里
（
勝
山
中
部
３
）

酒
井
夏
瑞
（
勝
山
南
部
３
）
宮

腰
亜
佑
（
勝
山
南
部
３
）
下
牧

穂
乃
香
（
勝
山
北
部
２
）
川
村

文
音（
村
岡
４
）藤
村
結
梨（
村

岡
４
）
谷
口
涼
雅
（
村
岡
４
）

笠
松
時
羽（
北
郷
３
）齋
藤
菜
々

美
（
村
岡
３
）
岩
岡
凌
佑
（
荒

土
２
）
長
尾
瑠
夏
（
荒
土
２
）

帰
山
心
愛
（
村
岡
１
）
境
寧
音

（
村
岡
１
） 

金
賞
▼
松
井
那
音
（
野
向
２
）

竹
田
実
卯
（
成
器
南
６
）
砥
山

愛
翔
（
成
器
南
４
）
山
田
の
の

か（
成
器
西
３
）上
杉
小
晴（
成

器
南
１
）
酒
井
悠
真
（
鹿
谷
保
・

年
長
）

銀 

賞
▼
森
岡
万
結
（
成
器
西
６
）

石
本
美
音
（
成
器
南
６
）
松
村

達
也
（
成
器
西
５
）
山
田
浩
仁

（
成
器
西
５
）
伊
藤
宇
星
（
成

器
南
４
）
松
田
日
葉
里
（
成
器

南
４
）
浅
井
瑞
貴
（
野
向
３
）

宮
澤
雪
野
（
三
室
３
）
仲
谷
優

来
（
北
郷
２
）
手
塚
優
那
（
平

泉
寺
２
）
玉
木
大
心
（
成
器
西

１
）
多
田
え
み
か
（
平
泉
寺
１
）

山
王
朋
香
（
鹿
谷
保
・
年
長
）

松
浦
小
春
（
成
器
南
幼
・
年
長
）

前
川
煌
成
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

銅 

賞
▼
石
井
智
樹
（
荒
土
６
）
酒

井
唯
（
成
器
南
６
）
山
本
恵
希

（
成
器
南
６
）
笹
村
舞
（
成
器

南
６
）
石
田
真
央
（
鹿
谷
５
）

多
田
志
瑠
（
成
器
南
５
）
村
山

悟（
成
器
南
５
）宮
川
愛
純（
成

器
南
５
）
櫻
井
雄
大
（
成
器
南

４
）
笠
松
侑
恭
（
成
器
南
４
）

仲
谷
信
愛
（
成
器
南
４
）
永
井

美
鈴
（
成
器
南
４
）
玉
木
来
知

（
成
器
西
３
）
出
口
楓
華
（
成

器
南
３
）
長
谷
川
晴
人
（
成
器

南
３
）
山
内
柊
依
（
三
室
３
）

津
張
紗
彩
（
成
器
南
２
）
鳥
山

昊
希
（
成
器
南
２
）
三
田
村
緋

奈（
成
器
南
２
）嶋
田
崚
平（
成

器
西
１
）
水
谷
海
渡
（
成
器
南

１
）
加
藤
幸
史
郎
（
成
器
南
１
）

畑
中
雫
（
野
向
１
）
佐
野
育
海

（
鹿
谷
保
・
年
長
）三
屋
海
翔（
南

保
・
年
長
）
北
山
幸
菜
（
南
保
・

年
長
）
織
田
昊
（
勝
山
中
部
幼
・

年
中
）
矢
戸
和
奏
（
北
保
・
年

中
）
松
井
香
穏
（
松
文
保
・
年

中
）

※ 

ど
ち
ら
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
勝
山

市
の
入
賞
者
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す

【
業
務
の
概
要
】

　

上
半
期
の
給
水
量
は
１
２
４
万

㎥
（
前
年
度
比
０
・
25
％
増
）、

給
水
収
益
は
１
億
７
４
１
４
万
円

（
前
年
度
比
０
・
86
％
増
）
と
前

年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

今
年
８
月
の
日
照
時
間
が
昨
年

と
比
較
し
半
減
し
た
影
響
か
ら
、

家
庭
用
で
は
給
水
量
、
給
水
収
益

と
も
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
景

気
回
復
な
ど
の
影
響
や
井
戸
か
ら

水
道
へ
の
切
り
替
え
を
行
っ
た
事

業
所
が
あ
っ
た
た
め
、
工
業
用
の

大
口
需
要
家
で
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
給
水
量
、
給
水

収
益
と
も
前
年
度
と
比
較
し
て
微

増
と
な
り
ま
し
た
。

【
事
業
の
概
況
】

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し

て
安
全
で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図

る
た
め
、
上
水
道
８
次
拡
張
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
拡
張
お
よ
び
改

良
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ

び
業
務
委
託
の
契
約
状
況
は
４
億

７
６
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
拡
張
事
業

• 

国
道
１
５
７
号
ほ
か
配
水
管
布

設
工
事
そ
の
１

　
（
北
谷
町
木
根
橋
ほ
か
地
係
）

• 

国
道
１
５
７
号
ほ
か
配
水
管
布

設
工
事
そ
の
２

　
（
北
谷
町
木
根
橋
ほ
か
地
係
）

• 

国
道
４
１
６
号
配
水
管
布
設
工

事
そ
の
１

　
（
荒
土
町
松
田
地
係
）

• 

国
道
４
１
６
号
配
水
管
布
設
工

事
そ
の
２

　
（
荒
土
町
松
田
地
係
）

• 

市
道
７
‐
７
号
線
配
水
補
助
管

布
設
工
事

　
（
本
町
２
丁
目
地
係
）

◆
改
良
事
業

• 

地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事

　

そ
の
１

　
（
郡
町
２
丁
目
ほ
か
地
係
）

• 

地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事

　

そ
の
２

　
（
片
瀬
町
１
丁
目
ほ
か
地
係
）

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
０
９ 

勝
山
市
水
道
事
業
業
務
状
況
（
上
半
期
）

期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日

広報かつやま11月号 №720 　　 12

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

平
泉
寺
大
矢
谷
白
山
神
社
の
一
角
に

は
、
高
さ
約
23
ｍ
、
奥
行
約
40
ｍ
の
と

て
も
巨
大
な
岩
の
塊
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
岩
塊
に
近
づ
く
と
、
今
に
も
拝
殿
を

押
し
潰
す
よ
う
に
も
見
え
、
そ
の
大
き

さ
に
見
た
者
す
べ
て
が
圧
倒
さ
れ
ま

す
。

● 

巨
大
岩
塊
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
？

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
岩
塊
は
火
山
噴
火

で
飛
ば
さ
れ
て
き
た
と
か
火
砕
流
に
よ

り
流
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
火
山
の
噴
火
に
関
す
る
各
地

の
研
究
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

現
在
で
は
数
万
年
前
に
経
ヶ
岳
火
山

（
現
在
の
保
月
山
の
頂
上
付
近
）
の
脆

弱
な
部
分
が
地
震
も
し
く
は
気
象
現
象

に
よ
っ
て
大
き
く
崩
れ
、
岩
屑
な
だ
れ

と
な
り
約
５
㎞
離
れ
た
崩
壊
源
か
ら
流

れ
て
き
た
と
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
岩
塊
の
岩
質
に
つ
い
て

　

こ
の
岩
塊
の
岩
質
は
、
崩
壊
源
で
あ

る
現
在
の
保
月
山
頂
上
付
近
の
も
の
と

一
致
し
て
お
り
、
噴
火
の
際
に
マ
グ
マ

が
固
ま
っ
た
火
山
れ
き
と
火
山
灰
が
強

く
結
び
付
い
た
も
の
で
す
。

巨
大
な
岩
塊
に
は
、
火
山
の

成
層
の
様
子
も
確
認
で
き
、

か
つ
て
は
火
山
の
一
部
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

●
岩
塊
の
周
辺
に
つ
い
て

　

六
呂
師
高
原
か
ら
大
矢
谷
、
岩
ヶ
野

集
落
に
か
け
て
の
弁
財
天
川
の
河
床
や

神
社
周
辺
に
は
、
こ
の
よ
う
な
大
小
の

岩
塊
が
点
在
し
て
お
り
、
火
山
崩
壊
に

よ
る
岩
屑
な
だ
れ
の
凄
さ
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
岩
塊
の
周
辺
か
ら
は
、
先
人
た

ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
岩
塊
下
か
ら
は
、
多

数
の
縄
文
時
代
の
石
器
や
平
安
時
代
の

須
恵
器
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
古
く
か

ら
こ
の
巨
大
な
岩
塊
を
信
仰
の
対
象
と

し
て
生
活
や
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
場

所
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

－第５回－ 里山に現れる大きな岩の塊はどこからきたのか？－第５回－ 里山に現れる大きな岩の塊はどこからきたのか？

大矢谷白山神社の巨大岩塊

巨大岩塊の成層構造の様子

勝山左義長まつり
平成27年2月21日㈯～22日㈰　開催！

申・問　勝山左義長まつり実行委員会（市役所２階　観光政策課内）☎88 ｰ 8117

第3回　絵行燈用の川柳全国募集 おはやし講習会参加者募集
　昨今の世間の話題、政治や社会問題、吉祥干支に
ちなんだ川柳を募集します。（自作未発表作品のみ）
　なお入賞作品は絵行燈になり、左義長まつり当
日に飾られます。
応 募規定▶応募要項をご覧のうえ、ハガキ、メー
ルまたは応募用紙に作品、住所、氏名、電話番
号などを明記し、下記までご応募ください

※ 応募点数に制限はありませんが、1通につき3点
以内とします
応募先▶〒911-8501 勝山市元町1 ｰ 1 ｰ 1
　　　　勝山市役所観光政策課　宛
　E-mail　kankou@city.katsuyama.lg.jp
　応募要項：「勝山左義長まつり絵行燈」で検索
応募締切▶平成27年1月9日㈮（消印）
その他▶入賞作品の著作権は勝山市に帰属します

と　き▶12月1日～ 2月9日の毎週月曜日
　　　　午後7時30分～ 9時
　　　　全10回（12月29日㈪は休講）
　　　　※ 12月1日㈪は午後7時より開講式を行い

ます
ところ▶市民会館ロビー　他
受講料▶無料（要申込）
その他▶笛、太鼓バチはご持参ください
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と　

き
▼
11
月
26
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
▼
商
工
会
館

内 　

容
▼
運
転
・
設
備
資
金
な
ど

に
利
用
で
き
る
融
資
制
度
相
談

持 

ち
物
▼
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
な
ど
）、
決
算
書
２
期

分
、
申
告
書
、
試
算
表
、
預
金

通
帳
、
借
入
金
の
内
訳
が
わ
か

る
も
の
、
設
備
の
見
積
書
ま
た

は
契
約
書

申
込
締
切
▼
11
月
18
日
㈫

申 
・
問　

勝
山
商
工
会
議
所
中
小

企
業
相
談
所 

☎
88
‐
０
４
６
３

と　

き
▼
11
月
27
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
３
階

　
　
　
　
　
　
　
　

第
５
研
修
室

内 　

容
▼
冬
に
向
け
た
省
エ
ネ
対

策
に
つ
い
て
（
予
定
）

講　

師
▼
エ
コ
プ
ラ
ン
ふ
く
い

※ 

市
民
大
学
受
講
者
に
は
１
単
位

認
定
し
ま
す

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

　
　

☎
88
‐
８
１
０
４

　

借
金
、
多
重
債
務
、
家
計
に
つ

い
て
お
悩
み
の
方
、
一
人
で
悩
ま

ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
門
の
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。（
予
約
優
先
）

と　

き
▼
11
月
26
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
▼
市
役
所
１
階
相
談
室

※ 

で
き
れ
ば
詳
細
が
わ
か
る
も
の

（
通
帳
、
請
求
書
な
ど
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

申 
・
問　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
１
階
） 

☎
88
‐
８
１
０
３

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
事
業
と
し
て
、「
の
ぞ
み

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。
入

場
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。

と　

き
▼
11
月
30
日
㈰

午
前
９
時
10
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か多

目
的
ホ
ー
ル

内 　

容
▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
、
式
典
、
講
演
会
な
ど

※ 

講
演
会
を
受
講
さ
れ
た
市
民
大

学
受
講
者
に
は
１
単
位
認
定
し

ま
す

問 　

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
未
来
創
造
課

内
、
市
役
所
２
階
）

 

☎
88
‐
１
１
１
５

　

統
計
へ
の
理
解
と
関
心
、
親
し

み
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
▼
12
月
6
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
第
１
研
修
室

講　

師
▼
県
政
策
統
計
・
情
報
課

内　

容
▼
国
勢
調
査
に
つ
い
て
他

問　

勝
山
市
統
計
協
会
事
務
局

（
秘
書
・
広
報
課
内
、
市
役
所

２
階
） 

☎
88
‐
１
１
１
７

災
害
時
高
齢
者
生
活
支
援
講
習

お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

と　

き
▼
12
月
９
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か多

目
的
ホ
ー
ル

内 　

容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
災

害
時
に
知
っ
て
役
立
つ
技
術
、

災
害
が
高
齢
者
に
お
よ
ぼ
す
影

響
、
気
を
付
け
た
い
病
気
や
症

状
、
接
す
る
と
き
の
こ
こ
ろ
づ

か
い
な
ど

参
加
費
▼
無
料

定　

員
▼
25
人

申
込
締
切
▼
12
月
１
日
㈪

申 
・
問　

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ

や
か
内
） 

☎
87
‐
０
７
７
７

市
内
中
小
事
業
者
向
け

年
末
資
金
融
資
相
談
会

省
エ
ネ
・
節
電
講
座

統
計
出
前
講
座
（
無
料
）

赤
十
字
講
習
会

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

の
ぞ
み
フ
ェ
ス
タ

宝くじの助成金で備品を整備しました

【消防署】（女性消防隊育成助成事業）
　このたび、初期消火活動用Ｄ―１級軽可搬式
ポンプ一式が宝くじ助成金で整備されました。
今後は、地域防災活動や平成27年に開催される
全国女性消防
操法大会出場
などに活用し
ていきます。

【新町区】（一般コミュニティ助成事業）
　このたび、宝くじの助成金にて音響機器やテ
ント、エアコンなどの備品整備を行いました。
今後は地区公民館での円滑な会合の運営や区秋
祭りなど行事の賑わい創出を図るために活用し
ていきます。
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■各種お知らせ

　

入
賞
者
全
員
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

期　

間
▼
11
月
24
日
㈪
ま
で

と
こ
ろ
▼
勝
山
城
博
物
館

２
階
ホ
ー
ル

問　

勝
山
城
博
物
館　

☎
88
‐
６
２
０
０

　
「
勝
山
年
の
市
」
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。
出
店
を
ご
希
望
の

方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

と　

き
▼
平
成
27
年
１
月
25
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜

と
こ
ろ
▼
本
町
通
り

協
賛
金
▼
７
３
０
０
円

※ 

道
路
使
用
許
可
証
２
３
０
０
円

を
含
む

申
込
締
切
▼
11
月
25
日
㈫

申 
・
問　

勝
山
本
町
通
り
商
店
街

振
興
組
合
（
玉
木
）

　

☎
０
９
０
‐
８
２
６
９
‐

８
２
５
９

第
９
回
越
前
勝
山
城
絵
画

作
品
展
「
お
城
を
描
こ
う
」

「
勝
山
年
の
市
」出

店
者
募
集

と　き▶11月28日㈮　午前11時
　Ｊアラートは、国（消防庁）が情報を送信する
と防災行政無線が自動起動し、市民に緊急情報を
瞬時に伝達することができるシステムです。
　この伝達訓練では、実際に防災行政無線から放
送が流れます。事前に訓練周知の放送を行います
ので、皆さまのご理解とご協力をお願いします。
問　総務課（市役所２階）☎88 ｰ 1116

　犯罪被害にあうことの深刻さ、心の傷の回復の
困難さを理解してください。
　私たちの支援が被害者などの心を支え、再び平
穏な生活を営むことにつながります。

　被害にあわれた方は、一人で悩まず勇気を出し
てご相談ください。相談・支援は無料です。
公益社団法人　福井被害者支援センター

0120－783－892
受付時間▶月曜～土曜　午前10時～午後4時
問　総務課（市役所2階）☎88 ｰ 1116

県と市町が、税の滞納者への催告や滞納処分、納
税に関する広報活動などを集中的に実施します。
問　県税務課納税推進室　 ☎0776 ｰ 20 ｰ 0515
　　税務課（市役所１階）　☎88 ｰ 8101

防災行政無線による防災行政無線による
Ｊアラートの伝達訓練を実施しますＪアラートの伝達訓練を実施します

11月25日㈫～ 12月1日㈪は11月25日㈫～ 12月1日㈪は
「犯罪被害者週間」「犯罪被害者週間」

11月～ 12月は11月～ 12月は
「県下統一滞納整理推進月間」です「県下統一滞納整理推進月間」です

　

平
成
26
年
度
勝
山
市
職
員
採
用
候

補
者
試
験
（
社
会
人
採
用
）
を
、
次

の
通
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
▼

　

土
木
技
術
職
ま
た
は

　

建
築
技
術
職　

１
人
程
度

受
験
資
格
▼

　

生
年
月
日　

　
　

昭
和
52
年
４
月
２
日

〜
平
成
４
年
４
月
１
日

　

資
格
、
免
許
な
ど

　

土
木
ま
た
は
建
築
に
関
す
る
専

門
技
術
を
有
す
る
方
で
、
か
つ
民

間
企
業
な
ど
に
お
け
る
職
場
経
験

を
平
成
26
年
10
月
31
日
ま
で
の
間

に
５
年
以
上
有
す
る
方

試 

験
内
容
▼
社
会
人
基
礎
試
験
、
適

性
検
査
、
作
文
試
験
、
専
門
試
験

申 

込
方
法
▼
試
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
総
務
課
人
事
職
員

グ
ル
ー
プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
試

験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

最
終
合
格
発
表
▼
２
月
中
旬

申
・
問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
３

勝山市職員採用候補者試験（社会人採用）
公務員試験対策の特別な準備は不要です

受付期間　11月17日㈪
　　　　　　　～12月15日㈪

※午前8時30分～午後5時15分
　（土日祝日を除く）

一次試験　1月11日㈰
※二次試験の日時などについては、
　一次試験合格者に通知します

試験会場　福祉健康センター「すこやか」

傷ついた
　心を支える
　　　僕らの手

犯
罪
被
害
者
等
支
援

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

ギ
ュ
っ
と
ち
ゃ
ん
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市政策目標管理の外部評価答申
■10月23日　市役所

　第５次勝山市総合計画に基づく平成25年度の政策
基本目標にかかる取り組みについて、勝山市総合行
政審議会による審議を経て、石塚善榮会長から外部
評価として答申を受けました。

秋のうまいもん祭大盛況！
■10月25・26日　越前大仏門前町

　2014勝山うまいもん祭が2日間にわたり開催さ
れ、秋の味覚を求める大勢の人で大盛況でした。

木下竹次氏の教育理念に学ぶ
■11月１日　越前大仏講堂

　勝山ロータリークラブ主催で市制60周年記念市民
企画事業として教育講演会が開催され、教育関係者
をはじめ多くの市民が参加しました。

市
民
文
化
祭
開
幕
！

■
10
月
25
・
26
日　

教
育
会
館
・
市
民
会
館

　

今
年
の
市
民
文
化
祭
が
開
幕
し
、
教
育
会
館
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
井
県
総
合
防
災
訓
練
開
催

■
11
月
１
日　

弁
天
緑
地
・
教
育
会
館　

他

　

土
砂
災
害
と
大
震
災
の
複
合
災
害
を
想
定
し
た
大
規
模
な

訓
練
が
市
内
全
域
で
行
わ
れ
、
市
民
、
関
係
団
体
、
消
防
、

警
察
、
自
衛
隊
な
ど
約
4
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

避
難
小
屋
の
冬
支
度

■
11
月
2
日　

法
恩
寺
山 

中
の
平

　

避
難
小
屋
の
冬
支
度
に
、
関
西
学
院
大
学
の
ワ
ン
ゲ
ル
部

員
５
名
が
参
加
し
、
薪
割
り
や
小
屋
の
清
掃
を
手
伝
い
ま
し

た
。

広報かつやま11月号 №720 　　 16

平泉寺に響く幻想的な音色
■10月４日　まほろば

　白山平泉寺歴史探遊館まほろば横の広場で、神社
仏閣での奉納演奏を多数行っている姫神（星吉紀さ
ん）のシンセサイザーコンサートが行われ、約400
人が荘厳な音色に酔いしれました。

白熱！ボッカケ祭開催！
■10月５日　越前大仏駐車場

　勝山の郷土料理ぼっかけをＰＲする「天龍×ボッ
カケ祭」が開催され、かつやま龍魂大使の天龍源一
郎さんとコラボし、早食い大会などが行われました。

勝山市内のガンバル企業紹介
■10月5日　越前大仏講堂

　新しい技術開発などでがんばっている勝山の企業
を紹介する「勝山産業フェア2014」が開催されまし
た。体験ブースなどもあり大勢の人で賑わいました。

勝山市の協力に感謝状
■10月15日　市役所

　勝山市が行政相談に積極的に協力していることに
対し、総務省福井行政評価事務所より感謝状を贈ら
れました。

初期消火で被害を最小限に！
■10月15日　消防本部

　9月19日に遅羽町で発生した建物火災をいち早く
発見し、初期消火・通報で連携され被害を最小限に
食い止めた、水木禄郎さん、清水實さん、仲長悦子
さん、石渡正二さん、橋爪清一さんに消防本部から
感謝状が贈られました。

椿
山
選
手
銀
メ
ダ
ル
報
告
会

■
10
月
12
日　

市
役
所

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
日
本
代
表
選
手
と
し
て
９
月
の
ア
ジ
ア

大
会
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
椿
山
竜
介
選
手
（
野
向
町
出
身　

サ
ン
ト
リ
ー
所
属
）
が
報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
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鶴
野
君
紀き

功こ
う

碑ひ

　

勝
山
で
煙
草
の
生
産
が
盛
ん
に
な
る
時
期
が

い
つ
頃
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、『
越
前
国
名

蹟
考
』
の
上
高
島
村
と
若
猪
野
村
の
項
に
、「
此

辺
煙
草
を
上
産
と
す
」
と
あ
る
。
名
蹟
考
は
文

化
12
年
（
１
８
１
５
）
の
成
立
な
の
で
、
19
世

紀
初
期
に
は
猪
野
瀬
地
区
で
か
な
り
質
の
高
い

煙
草
が
生
産
さ
れ
て
い
た
。

　

幕
末
期
の
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
に
、
勝

山
藩
は
煙
草
改
会
所
を
設
け
藩
専
売
と
す
る
。

同
年
の
「
刻
き
ざ
み

煙た
ば
こ草
改
帳
」
に
、
長
淵
・
立
石
・

後
町
を
中
心
に
91
人
（
武
士
含
）
の
仲
買
人
名

が
記
さ
れ
、
８
３
０
０
丸
（
単
位
）
余
の
刻
煙

草
を
集
荷
し
て
い
る
。
明
治
初
期
の
勝
山
藩
の

「
諸
産
物
及
諸
税
取
調
」
に
よ
る
と
、
米
を
除

い
て
刻
煙
草
が
50
万
斤
で
永
62
貫
５
０
０
文
、

生
糸
が
３
５
０
貫
目
で
永
13
貫
１
２
５
文
を
税

と
し
て
徴
収
し
て
い
る
。
藩
の
収
入
に
占
め
る

煙
草
の
税
が
、
生
糸
を
圧
倒
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

明
治
37
年
（
１
９
０
４
）
の
「
煙
草
専
売
法
」、

翌
年
の
民
間
の
煙
草
製
造
業
者
廃
止
で
、
業
者

の
多
く
は
そ
の
後
廃
業
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、

刻
煙
草
製
造
か
ら
転
業
し
、
勝
山
を
代
表
す
る

機
業
へ
と

育
っ
て

い
っ
た
の

が
、
兄
弟

煙
草
合
名

会
社
や
山

岸
工
場
で

あ
る
。

　

さ
て
本
題
の
碑
の
説
明
に
入
る
。
碑
は
鶴
野

喜
六
の
功
績
を
讃
え
た
も
の
で
長
山
公
園
に
建

つ
。
鶴
野
家
は
煙
草
業
を
営
ん
で
い
た
が
不
振

を
極
め
て
お
り
、
実
家
を
継
い
だ
喜
六
は
家
運

の
挽
回
に
努
め
た
。
明
治
29
年
刻
煙
草
器
の
改

良
に
成
功
、
ま
た
販
路
を
北
海
道
そ
の
他
諸
県

に
ま
で
広
げ
た
。
こ
の
功
績
に
よ
り
35
年
、
福

井
県
煙
草
製
造
組
合
副
組
長
に
選
出
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
勝
山
の
煙
草
産
業
は
最
盛
期
を
迎

え
、
碑
文
に
は
「
産
額
十
五
萬
貫
價か

ち値
八
〇
萬

金
…
勝
山
煙
草
空
前
之
盛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
刻
煙
草
製
造
が

官
営
と
な
り
、
39
年
金
沢
煙
草
製
造
所
勝
山
工

場
が
設
立
さ
れ
た
。
た
だ
官
営
の
工
場
が
充
実

す
る
ま
で
の
間
は
民
間
に
製
造
を
分
担
さ
せ

た
。
場
外
作
業
制
度
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
審
査
を
通
過
し
た
工
場
が
、
山
岸
・
土
田
・

細
野
・
鶴
野
・
川
崎
の
５
つ
で
、「
五
大
工
場
」

と
呼
ば
れ
た
。
鶴
野
工
場
が
喜
六
の
経
営
し
た

工
場
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
彼
の
経
歴
を
た
ど
る
と
、
明
治
45

年
に
斎
藤
治
兵
衛
に
か
わ
り
勝
山
町
消
防
組
頭

に
就
任
。
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
か
ら
町
会

議
員
を
勤
め
て
い
る
。
な
お
碑
の
発
起
人
の
名

に
当
時
の
５
大
工
場
の
経
営
者
、
土
田
金
作
・

山
岸
伊
之
助
な
ど
の
名
前
が
見
え
る
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「時速４７メートル
の疾走」

「いえでをしたく
なったので」

「この子
オレの子！」

吉野　万理子／著
講談社

ドリス・バーン／絵
ほるぷ出版

中場　利一／著
本の雑誌社

　クラスで存在感がない町平直司は、体育祭
で緑組の応援団長を引き受けた。しかし、ビリ
チームの罰ゲームとして逆立ちで校庭２００メー
トルを一周することになり、きっと途中であきら
めるだろうとみんなが思うなか…。中学三年生
の少年少女の気持ちを描いた連作短編集。

　木、池、洞窟…。家にいるのがいやに
なったら、荷物を詰めて、好きなところに
引っ越そう！秋には、赤と金になる、木の
上の家が好きだった。吹きとばされさえし
なければ…。素朴なタッチで、生き生きと
した子どもの世界を描く。

　オレ１２０パーセント男が、自分より大事
なものを見つけてしまった。それは彼女と
子供だ－。悪行三昧だった５０歳のオレに
突如舞い降りた、カワイイ天使。その時、
男の変貌たるや・・。遅咲きパパの結婚・
出産・痛快育児エッセイ。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年10月末 前年比

総件数 389件 －12件

人身事故
（うち高齢者）

38件
（5）

－2件
（－6）

死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

0人
（0）

傷　者 43人 ＋1人

物損事故 351件 －10件

11月の納税

9月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 10月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,885人 7 －8 －1 13 －20 －7 11,877人 －8人
女 13,017人 6 －8 －2 20 －25 －5 13,010人 －7人
合　計 24,902人 13 －16 －3 33 －45 －12 24,887人 －15人
世帯数 8,066世帯 8,072世帯 6世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第3期
納期限▶12月1日㈪　口座振替▶11月26日㈬

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪18

勝
山
城
博
物
館
で
製
糸
・
煙
草
産
業
の
展
示
を

開
催
中
で
す
。
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！
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勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

冬
到
来
！

　

冬
期
間
に
多
発
す
る

盗
難
に
ご
注
意
！

毎
年
、
冬
期
間
に
お
い
て
、

夏
タ
イ
ヤ
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

な
ど
の
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
盗
難
防
止
の
為

に
次
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
タ
イ
ヤ
の
盗
難
対
策
！

　

冬
タ
イ
ヤ
と
交
換
し
た
夏
タ

イ
ヤ
な
ど
の
保
管
は
、
軒
下
な

ど
に
野
積
の
様
に
し
な
い
で
、

鍵
が
か
か
る
倉
庫
な
ど
に
保
管

す
る
か
、
タ
イ
ヤ
を
柱
な
ど
に

ワ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
使
用
し

て
連
結
す
る
な
ど
の
防
犯
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ス
ノ
ボ
な
ど
の
盗
難
対
策
！

　

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
休
憩

な
ど
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
ゲ
レ

ン
デ
の
置
場
に
置
く
時
に

は
、
盗
難
防
止
用
の
ワ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
な
ど
に
よ
り
固
定
す

る
か
、
荷
物
預
か
り
所
な
ど

へ
保
管
を
依
頼
す
る
な
ど
の

盗
難
防
止
の
対
策
を
講
じ
て

く
だ
さ
い
。

　

ス
キ
ー
場
で
の
楽
し
い
思

い
出
を
盗
難
被
害
で
台
無
し

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

リ
ュ
ウ
ピ
ー
君
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

１
、
意
識
は
あ
り
ま
す
か
？

　

ま
ず
意
識
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
ま
す
。

　
「
も
し
も
し
」
や
「
大
丈
夫

で
す
か
」
と
声
を
か
け
、
反
応

が
な
い
場
合
は
「
意
識
が
な
い
」

と
判
断
し
ま
す
。
む
や
み
に
体

を
ゆ
す
っ
た
り
せ
ず
、
な
る
べ

く
動
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

２
、
意
識
が
な
い
と
き
は

　

意
識
が
な
い
場
合
は
大
声
で

近
く
の
人
に
助
け
を
求
め
、
救

急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
施
設

の
場
合
は
す
ぐ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

３ 

、
気
道
（
呼
吸
を
す
る
道
）

を
確
保
し
ま
し
ょ
う

① 
あ
お
向
け
に
寝
か
せ
ま
し
ょ

う
② 

片
方
の
手
の
ひ
ら
を
額
に
乗

せ
ま
す

③ 

も
う
片
方
の
手
の
人
差
し
指

と
中
指
で
下
あ
ご
の
先
を
持

ち
上
げ
て
頭
を
後
ろ
に
そ
ら

し
ま
す

４
、
呼
吸
を
確
認
す
る

　

気
道
を
確
保
し
た
ら
、
倒
れ

て
い
る
人
の
口
や
鼻
に
頬
を
近

づ
け
呼
吸
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
胸
や
お
腹
が
上
下
し
て
い

る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
れ
ば

人
工
呼
吸
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

呼
吸
を
し
て
い
る
よ
う
な

ら
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

様
子
を
見
ま
し
ょ
う
。

５
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

人
工
呼
吸
を
！

① 

呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
た
ら
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま

す
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、

乳
頭
と
乳
頭
を
結
ぶ
真
ん
中

に
両
手
の
手
の
ひ
ら
の
付
け

根
を
重
ね
ま
す
。
体
重
を
か

け
、
胸
が
４
〜
５
セ
ン
チ
沈

む
よ
う
に
圧
迫
し
ま
す
。
１

分
間
に
１
０
０
回
の
リ
ズ
ム

で
30
回
圧
迫
し
ま
す

② 

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
30
回

行
っ
た
後
、
人
工
呼
吸
は
気

道
を
確
保
し
た
ま
ま
額
に
当

て
た
方
の
手
の
親
指
と
人
さ

し
指
で
倒
れ
て
い
る
人
の
鼻

を
つ
ま
み
、
そ
の
人
の
口
を

自
分
の
口
で
お
お
っ
て
ゆ
っ

く
り
と
息
を
吹
き
込
み
ま

す
。
胸
が
軽
く
膨
ら
む
の
を

確
認
し
ま
す
。
人
工
呼
吸
を

２
回
行
い
ま
す

③ 

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
30
回
と
人

工
呼
吸
２
回
を
続
け
て
行

い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
救
急
車
が
来

る
ま
で
継
続
し
ま
す

＊ 

口
対
口
の
人
工
呼
吸
に
抵
抗

が
あ
る
場
合
は
、
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
続
け
ま
し
ょ
う

問 　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か

内
） 

☎
87
‐
０
８
８
８

救
急
蘇
生
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」

　

倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
、
次
の
手
順
に
沿
っ
て
落

ち
つ
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

迅
速
な
行
動
が
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

う


